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【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 横 断 方 向 に 平 行 に 測 定 さ れ た ウ エ ハ の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 を 有 す る 装 置 構 造 の 処 理 方 法
に お い て 、
　 付 着 表 面 を 有 し 、 互 い に 結 合 さ れ て い る 複 数 の 基 体 層 を 備 え 、 横 断 方 向 に 平 行 に 測 定 さ
れ た 基 体 の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 を 有 し て い る 複 合 基 体 構 造 を 処 理 し 、
　 前 記 基 体 層 は 、
　 　 横 断 方 向 に 平 行 に 測 定 さ れ た 第 １ の 基 体 材 料 の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 が ウ エ ハ の 横 断 方
向 熱 膨 張 係 数 よ り も 大 き い 第 １ の 基 体 材 料 で 形 成 さ れ た 第 １ の 基 体 層 と 、
　 　 横 断 方 向 に 平 行 に 測 定 さ れ た 第 ２ の 基 体 材 料 の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 が ウ エ ハ の 横 断 方
向 熱 膨 張 係 数 よ り も 小 さ い 第 ２ の 基 体 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 基 体 層 と を 含 み 、
　 前 記 複 数 の 基 体 層 は 、 そ の 基 体 の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 と ウ エ ハ の 横 断 方 向 熱 膨 張 係 数 と
の 差 が 、 約 ２ × １ ０ - 6 ／ ° Ｆ 以 下 で あ る よ う な 相 対 的 な 比 率 で 設 け ら れ て お り 、
　 そ の 後 さ ら に 、 複 合 基 体 構 造 の 付 着 表 面 上 に ウ エ ハ 構 造 を 付 着 さ せ る ス テ ッ プ を 含 み 、
前 記 横 断 方 向 は 付 着 表 面 に 位 置 し て い る 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 合 基 体 構 造 を 処 理 す る ス テ ッ プ は 、 奇 数 の 基 体 層 を 有 す る 複 合 基 体 構 造 を 処 理 す
る ス テ ッ プ を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 合 基 体 構 造 を 処 理 す る ス テ ッ プ は 、 正 確 に ３ つ の 基 体 層 を 有 す る 複 合 基 体 構 造 を
処 理 す る ス テ ッ プ を 含 ん で お り 、 そ れ ら ３ つ の 基 体 層 は 基 体 材 料 の 第 １ の も の で 形 成 さ れ
た 中 央 層 と 、 こ の 中 央 層 の 両 側 に 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 基 体 材 料 の 第 ２ の も の で 形 成 さ れ て
い る ２ つ の 外 面 層 と を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 合 基 体 構 造 を 処 理 す る ス テ ッ プ は 、 シ リ コ ン の よ う な 第 １ の 基 体 材 料 と サ フ ァ イ
ア の よ う な 第 ２ の 基 体 材 料 と を 使 用 し 、



　 前 記 付 着 す る ス テ ッ プ は 、 複 合 基 体 構 造 上 に Ｈ ｇ Ｃ ｄ Ｔ ｅ ウ エ ハ 構 造 を 付 着 す る ス テ ッ
プ を 含 ん で い る 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 合 基 体 構 造 を 処 理 す る ス テ ッ プ の 後 で 、 ウ エ ハ 構 造 を 付 着 す る ス テ ッ プ の 前 に 、
複 合 基 体 構 造 上 に 境 界 層 を 付 着 さ せ る 付 加 的 な ス テ ッ プ を 含 ん で お り 、 こ の 境 界 層 は 次 の
ス テ ッ プ に お い て 付 着 表 面 と し て 機 能 す る 境 界 層 表 面 を 有 し て い る 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 方
法 。
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